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2 .  研究方法























































































































































3 .  結果
3 . 1    子ども自身が認識するSCの実態
　SCの3つの構成要素別に分析した結果は，以下の
通りである．





















力する程度 立ち話程度 あいさつ程度 全くない 合計 有意差
小学生 N 22 21 67 5 115
% (19.1%) （18.3%） （58.3 %） （4.3%） (100%)
中学生 N 35 53 142 16 203
% (6.4) （15.8%） （70.0%） （7.9 %） (100%)
合計 N 55 74 209 21 318




表３　小・ 別　 交流 「近所づきあいの程度」























3 . 2    小学生，中学生間のSCの差
　子ども自身が認識する地域について，小学生と中
学生を比較し，その差を明らかにした．












小学生 N 15 65 29 4 113
% (13.3%) (57.5%) (25.7%) (3.5%) (100%)
中学生 N 15 116 55 11 197
% (7.6%) (58.9%) (27.9%) (5.6%) (100%)
合計 N 30 181 84 15 310





毎日 週に数回 月に数回 年に数回 全くない 合計 有意差
小学生 N 17 73 13 6 5 114
% (14.9%) (64.0%) (11.4%) (5.3%) (4.4%) (100%) 
中学生 N 132 68 4 2 1 207
% (63.8%) (32.9%) (1.9%) (1.0%) (0.5%) (100%)
合計 N 149 141 17 8 6 321
% (46.4%) (43.9%) (5.3%) (2.5%) (1.9%) (100%)
小学生 N 19 45 28 11 9 112
% (17.0%) (40.2%) (25.0%) (9.8%) (8.0%) (100%)
中学生 N 46 68 45 46 0 205
% (22.4%) (33.2%) (22.0%) (22.4%) (0%) (100%)
合計 N 65 113 73 57 9 317
% (20.5%) (35.6%) (23.0%) (18.0%) (2.8%) (100%)
小学生 N 1 12 14 21 65 113
% (09%) (10.6%) (12.4%) (18.6%) (57.5%) (100%)
中学生 N 3 25 45 132 0 205
% (1.3%) (11.6%) (18.6%) (48.1%) (20.4%) (100%)
合計 N 4 37 59 153 65 318












N 参加している 参加していない 有意差 
小学生 112 48.2% 51.8%
中学生 206 36.9% 63.1%
合　計 318 40.9% 59.1%
表6　スポーツ・趣味・娯楽活動の状況


















































小学校 115 3.59 0.65
中学校 209 2.94 0.89
合計 324 3.17 0.87
小学校 111 2.96 0.84
中学校 207 2.51 0.92
合計 318 2.63 0.92
小学校 113 3.47 0.71
中学校 206 3.18 0.81
合計 319 3.29 0.78
小学校 112 2.95 0.96
中学校 209 2.46 0.97
合計 321 2.63 0.99
小学校 113 2.41 0.94
中学校 208 1.94 0.93























N 参加している 参加していない 有意差 
小学生 110 34.5% 65.5%
中学生 201 4.5% 95.5%
合　計 311 15.1% 84.9%
小学生 110 21.8% 78.2%
中学生 201 16.9% 83.1%
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3 . 3    子どものSC指数とセルフ・エフィカシーお
よび生活満足度との関係




































N 平均値 SD N 平均値 SD （小－中）
つきあい・交流 104 -0.11 0.65 192 0.07 0.51 -0.180 *
信頼 105 0.33 0.63 204 -0.19 0.73 0.515 ***
社会参加 108 0.20 0.85 199 -0.18 0.57 0.374 ***
総合指数 92 0.13 0.48 183 -0.10 0.40 0.224 ***
 平均値の差のｔ検定を実施．***：p<.00１，*：p<.05で有意差あり．
表9　小・中学校別　ソーシャルキャピタル指数








14 小さな失敗でも人よりずっと気にするほうである 0.65 0.00 -0.05 0.05
7 何かをするとき，うまくいかないのではと不安になることが多い 0.60 -0.06 -0.11 0.20
4 仕事を終えた後，失敗したと感じることのほうが多い 0.59 -0.04 0.02 0.30
5 人と比べて心配性なほうである 0.57 0.07 -0.01 0.00
11 どうやったらよいか決心がつかずに仕事にとりかかれないことがよくある 0.56 0.05 -0.15 0.28
2 過去に犯した失敗や嫌な体験を思い出して，暗い気持ちになることがよくある 0.55 0.09 -0.08 -0.02
12 友人よりも特に優れた知識を持っている分野がある 0.12 0.76 0.04 0.04
3 友人より優れた能力がある -0.02 0.73 0.18 -0.02
9 人より記憶力がよいほうである -0.01 0.40 0.24 -0.09
16 世の中に貢献できる力があると思う 0.05 0.38 0.24 -0.20
1 何か仕事をするときは，自信を持ってやるほうである -0.09 0.20 0.61 -0.16
10 結果の見通しがつかない仕事でも，積極的に取り組んでゆくほうだと思う -0.03 0.16 0.56 -0.28
13 どんなことでも積極的にこなすほうである 0.00 0.21 0.55 -0.31
6 何かを決めるとき迷わずに決定するほうである -0.25 0.11 0.48 0.14
15 積極的に活動するのは，苦手なほうである 0.25 0.02 -0.27 0.72
8 引っ込み思案なほうだと思う 0.24 -0.15 -0.14 0.52
表10　児童のセルフ・エフィカシー構造





























小学生 115 0.58 0.34
中学生 209 0.57 0.33
合　計 324 0.58 0.33
小学生 115 0.31 0.34
中学生 209 0.32 0.33
合　計 324 0.32 0.33
小学生 115 0.41 0.34
中学生 209 0.45 0.36
合　計 324 0.44 0.35
小学生 115 0.55 0.42
中学生 209 0.54 0.42
合　計 324 0.54 0.42
小学生 114 7.46 2.81
中学生 206 7.64 3.09








 N 平均値 標準偏差 平均値の差（中－小） 有意差
表11　小・中学校別　セルフ ィカシーの状況
 
全体 つきあい・交流 - 0.024 0.232 *** 0.576 *** 0.029 0.288 *** 0.252 *** -0.200 ** 0.211 ***
信頼 - 0.146 ** 0.648 *** -0.114 * 0.126 * 0.137 * -0.058 0.035
社会参加 - 0.726 *** 0.043 0.153 ** 0.071 0.018 0.141 *
SC総合総数 - -0.020 0.291 *** 0.222 *** -0.108 0.197 **
不安 - 0.019 -0.214 *** 0.406 *** 0.693 ***
動機 - 0.388 *** -0.165 ** 0.601 ***
積極性 - -0.392 *** 0.397 ***
苦手 - 0.293 ***
セルフ・エフィカシー総計 －
小学校 つきあい・交流 - 0.110 0.278 ** 0.691 *** 0.070 0.376 *** 0.284 ** -0.220 * 0.306 **
信頼 - 0.046 0.524 *** -0.152 0.091 0.299 ** -0.147 0.036
社会参加 - 0.770 *** 0.051 0.171 0.122 0.034 0.188
SC総合総数 - 0.007 0.333 ** 0.342 ** -0.158 0.277 ***
不安 - -0.014 -0.256 ** 0.336 *** 0.688 ***
動機 - 0.442 *** -0.357 *** 0.573 ***
積極性 - -0.444 *** 0.380 ***
苦手 - 0.153
セルフ・エフィカシー総計 －
中学校 つきあい・交流 - 0.083 0.283 *** 0.624 *** -0.005 0.233 ** 0.227 ** -0.191 ** 0.148 *
信頼 - 0.082 0.681 *** -0.125 0.155 * 0.123 -0.033 0.043
社会参加 - 0.661 *** 0.042 0.156 * 0.060 0.002 0.136
SC総合総数 - -0.038 0.282 *** 0.194 ** -0.090 0.175 *
不安 - 0.037 -0.191 ** 0.444 *** 0.698 ***
動機 - 0.360 *** -0.060 0.616 ***
積極性 - -0.366 *** 0.404 ***












































































全体 つきあい - 0.024 0.232 *** 0.576 *** 0.086
信頼 - 0.146 * 0.648 *** 0.379 ***
参加 - 0.726 *** 0.032
総数 - 0.271 ***
生活満足度 -
小学校 つきあい - 0.110 0.278 ** 0.691 *** 0.240 *
信頼 - 0.046 0.524 *** 0.301 **
参加 - 0.770 *** 0.003
総数 - 0.283
生活満足度 -
中学校 つきあい - 0.083 0.283 *** 0.624 *** 0.084
信頼 - 0.082 0.681 *** 0.317 ***
参加 - 0.661 *** -0.104
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Abstract
  In Japan, low birthrate, life longevity and the trend toward the nuclear family made the relationships with relatives 
and the surrounding community harder to sustain. As a result，a community decline was caused. This had a big 
influence on the child-rearing or child-growth. The environmental management based on the relationship of the 
community is important.
  So, in this research, the community which a child recognizes was investigated using social capital. And the social 
capital of an elementary school and a junior high school student was compared. Moreover, relevance with social 
capital, life satisfaction, and self efficacy was examined.
  The following things became clear as a result of the investigation. The elementary school student and the junior 
high school student have strong relationships with their friends. The elementary school student's social capital is 
higher than the junior high school students. Social capital influences life satisfaction and self efficacy.
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